
文化施設

池田記念美術館

☎780・4080　Ｆ777・3815　
￥一般500円／高校生以下無料

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
5月の休館 �‌�毎週水曜日（3日を除く）、�

29日㈪～30日㈫

今泉記念館アートステーション

☎783・4500　Ｆ783・3388
￥一般500円／小中高250円

開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
５月は毎日開館します

トミオカホワイト美術館

☎775・3646　Ｆ775・3650
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
5月の休館 毎週水曜日（3日を除く）

南魚沼市民会館

☎773・5500　Ｆ772・8161

受付 8：30～17：15
5月の休館 毎週月曜日、4日（木・祝）、5日（金・祝）

鈴木牧之記念館

☎・Ｆ782・9860
￥大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～16：30
5月の休館 毎週火曜日（2日を除く）

 北越雪譜いろはかるたから�
「ゑひもせす」の「も」
餅花は　色あざやかな　花のえだ
　小正月に、三角か梅や桜の花び
らをかたどった餅などを枝につけ、
大神宮、歳徳と恵比寿の神様それ
ぞれに餅花をささげる祝い事をし
ました。

 特別展 田中コレクションに見る「棟方志功の世界」�
 ～棟方志功生誕120周年記念 全収蔵作品144点�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一挙公開～�
期 11月5日㈰まで
無料ガイド　
日 5月3日（水・祝）、7日㈰、27日㈯　11：00～
 南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）�
　今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁止
されている貴重な民族美術のコレクションを展示。

 浦佐毘沙門堂天井画修復記念　板
いた

谷
や

桂
けい

舟
しゅう

天井画展�
期５月28日㈰まで
　浦佐毘沙門堂の楼門には、江戸時代の御用絵師、板
谷桂舟による天井画と板絵額があります。令和2年度
から始まった修復作業の完了を記念して、楼門に再設
置する前に一般公開します。
 春の一箱雪見展・一箱古本市�
期５月14日㈰まで
　雪見展では地元のクラフト作家の小物やアクセサ
リーの販売を行います。30店ほどが出店します。
　古本市ではワイン箱を小さな本屋に見立てた古本の
販売を行います。20店ほどが出店します。

 奥村愛　ヴァイオリン・カルッテト�
　新潟県出身の奥村愛、鍵冨弦太郎が中心となり、西
村辰郎、佐久間聡一を加えたヴァイオリン・カルッテ
ト。国内屈指のヴァイオリニストたちが一堂に会し、
極上のアンサンブルをお届けします。クラシックから
ジャズまで、四挺のヴァイオリンが織りなす音の供宴
をお見逃しなく！
日７月23日㈰　開場13：30（開演14：00）
会市民会館 大ホール　
チケット　全席自由
・一般 2,000円
　（当日2,500円）
・高校生以下 500円
　（当日1,000円）
※未就学児は、入場不可
他�５月21日㈰から市民会
館・プレイガイドでチ
ケットを販売。

 富岡惣一郎「白の軌跡」�
期 7月18日㈫まで
　雪の美しさに魅了された富岡が描く「白の世界」を
初期の作品から、渡米時代、帰国後の雪国巡礼、色彩
を取り入れた花火など、年代順にたどります。
 ギャラリー展「時の風」和小物販売�
期 5月1日㈪ 10：00～30日㈫ 15：00　
　和小物やハギレを販売します。
 多肉植物寄せ植え体験 参加者募集�
日６月11日㈰、18日㈰　
　各日10：00～11：30
定各日８人
対中学生以上
費 2,500円
　（材料費込み）
持園芸用手袋かゴム手袋
講Agréable
　（アグレアーブル）
申�電話でお申し込みくだ
さい。

市民無料の日：8日㈪、18日㈭、28日㈰
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